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〈目的〉
首里城正殿の二階に掛けてあった扁額３枚（中山世土・輯瑞球陽・永祚瀛壖）の製作に向け、往時の
扁額製作記録となる尚家文書(令和2年までに修復)をもとに、詳細仕様の検討及び試作などを行い、
その検討事項の整理を行うため、首里城扁額製作検討委員会を設置する。

取扱注意

〈昨年度の検討結果〉

ちゅうざんせいど しゅうずいきゅうよう えいそえいぜん

〈今年度の検討概要〉

◎文字・落款
・落款印及び皇帝銘のつくりについて、事例調査や試作を通
して仕様を検討する。

◎木工・彫刻
・試作及び本作１枚分を調達する。
・事例調査や試作を通して、額縁彫刻の仕様を検討する。

◎髹漆・加飾
・事例調査や試作を通して、色味等を検討する。

平成復元での「扁額」３枚

令和復元での「扁額」（イメージ案）

前回製作仕様 「尚家文書」
より得た仕様

全体寸法
（長さ・高さ・板厚）

横3,758mm×縦1,470mm×
厚40mm

横3,497mm×縦1,445mm×
厚30mm

木材樹種 木曽ヒノキ 額縁：イヌマキ
地板：ヒノキ

額縁 金箔押 木彫刻

地板 朱色塗 黄色塗

新たな知見「尚家文書」を整理し、仕様を検討した。
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1-1. 検討委員会の目的と今年度の検討概要
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首里城扁額製作検討委員会

委

員

歴史 高良 倉吉 琉球大学 名誉教授
漆芸史 安里 進 沖縄県立芸術大学 名誉教授
歴史 田名 真之 沖縄県立博物館・美術館館長

漆芸 室瀬 和美 漆芸家
重要無形文化財「蒔絵」保持者

漆芸 糸数 政次 浦添市美術館 館長

• 首里城正殿に設置する扁額３点の
製作にあたり、検討委員会を設置し、
課題、検討事項の整理を行う。

• 有識者委員と関係部局からなる協力
委員で構成する。

• 令和４年度は２回開催予定。

ワーキング部会
• 検討委員に加えて、各分野の監修者
および技術者とでワーキング部会を
構成し、課題解決など詳細の検討を
行う。

委員 監修者 技術者

文字・落款
WG

安里 進
田名 真之 盛島 高行 幸喜 洋人

上間 志乃

木工・彫刻
WG

安里 進
糸数 政次

波多野 泉
大城 直也
岡田 靖

仲宗根正廣
高良 輝幸
杉浦 誠

髹漆・加飾
WG

安里 進
室瀬 和美
糸数 政次

當眞 茂 諸見 由則
宇良 英明

オブザーバー （一財）沖縄美ら島財団

協

力

委

員

平塚 勇司 国営沖縄記念公園事務所 所長
高嶺 賢巳 沖縄県 土木建築部 参事

外間 一先 沖縄県 文化観光スポーツ部 文化振興課
県立博物館・美術館 博物館班 班長

幸地 貞直 沖縄県 商工労働部 ものづくり振興課
工芸・ファッション産業班 班長

長島 誠 沖縄県 教育庁 文化財課 文化財班 班長

1-2. 首里城扁額製作検討委員会およびワーキング部会
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１．令和４年度の実施内容について
①材料調達
・ヒノキ材：木曽町・名古屋市の木材業者（８月に現地調査済）
・イヌマキ材：沖縄本島の木材業者（７月に現地調査済）

②扁額等事例調査
・琉球彫刻事例：彫刻部を３Ｄ計測（８月に実施）
・海外扁額事例：[台湾]臺南市文化資産管理處より資料、計測データを提供いただく。

[中国]現地在住研究者に調査、資料収集を依頼。

③試作による確認・検討
・木工試作： 【ヒノキ材】面積1/2分 額縁・地板

【イヌマキ材】 原寸 額縁躯体（乾燥・品質）
・彫刻試作： 【ヒノキ材】面積1/2分 額縁、題字２文字分
・手板試作：黄色塗、青塗、朱塗、墨ふくり帰し塗、金薄磨（金磨）

２．令和４年度の主な確認事項（案）

1-3. 令和４年度の実施内容と検討委員会の開催時期
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第１回検討委員会（10月3日）
①木材調達状況
②詳細仕様
③試作方法
④製作体制

第２回検討委員会（３月予定）
①試作状況確認と本製作への反映
②詳細仕様・製作図
③本製作の体制及び工程
④令和５年度の取組
⑤共同作業場
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令和４年度 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
検討委員会

ワーキング

試作
(5ヶ月程度)

木材調達

事例調査

共同作業場

琉球事例

第１回 第２回

木

木文

海外事例（時期検討中）

ヒノキ材（現地確認）
イヌマキ材（現地確認）

詳細条件の整理、手続等

額縁彫刻

額縁・地板木工

題字・落款印

髹漆・加飾手板等

額縁木工

※委員
監修者
技術者

・額縁彫刻

※監修者
技術者 木材調達

【面積半分】
額縁・地板木工（県内）：ヒノキ材

額縁彫刻（県外）：ヒノキ材

【原寸】
額縁木工（県内）：イヌマキ材

髹

主な内容
・木材状況 ・試作仕様
・製作体制

※委員
監修者
技術者

※委員
主な内容
・額縁彫刻仕様

主な内容
・試作品の確認
・本製作工程

(次年度継続)

1-4. 令和４年度のスケジュール

4内装・設備等準備

文字・落款

髹漆・加飾
木工・彫刻

木 髹木 髹
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作業場所
（候補）

令和４年度
（１年目）

令和５年度
（２年目）

令和６年度
（３年目）

Ｒ７年度
(４年目)

Ｒ８年度
(５年目)

文
字
・

落
款

各技術者の
工房

木
工
・彫
刻

木工業者等

各技術者の
工房

髹
漆
・加
飾共同作業場

備
考

他
扁
額

取付

扁

額

の

展

示

活

用

乾燥
２カ月

文字・落款立合
１日、３名

本組

地板木工
(沖縄)７カ月、２名

文字・落款写し
１日、３名

粗木取り
(県外)10日

乾燥
（県外）２カ月

本木取り
(県外)10日

ヒノキ材選定調査
(県外)

本木取り
(沖縄)10日

乾燥
(沖縄)７～８カ月

イヌマキ材選定調査
(沖縄)

手板試作「黄色塗、青塗、朱塗、墨ふくり帰し塗」
８カ月、２名＋若手４名

文字・落款写し
１日、３名

額縁彫刻
(東藝)５か月、２名＋若手

額縁躯体仕口
(沖縄)２カ月、２名

額縁躯体・木彫木工
(沖縄)２カ月、２名

額縁躯体・木彫接合
(沖縄)２カ月、２名＋若手

地板中塗・上塗
[黄色塗・青塗・朱塗]

1カ月、２名＋芸卒等４名

乾燥
４か月

文字・落款
[金薄磨・朱塗]

２カ月、２名＋若手４名

地板下地
４か月、２名＋芸卒等４名

木固め

木固め

木彫[金薄磨]
６か月、２名＋若手４名木固め 乾燥

２カ月
木彫箔下漆

１か月、１名＋若手４名

額縁木彫
(東藝)10カ月内外、２名＋若手

運搬
５日

共同作業場の運営

額縁・地板木工
（沖縄）５カ月、２名

事例調査

・沖縄
・台湾
・中国等

「輯瑞球陽」「永祚瀛壖」の製作

共同作業場の確保

試作作業

1-5. 扁額製作工程表（令和4年10月時点版）
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文字・落款
(沖縄)５カ月、１名＋若手

文字・落款木彫
(沖縄)７カ月、１名＋若手

運搬
５日

文字・落款[金薄磨]
２か月

２名＋若手４名

額縁彫刻[金薄磨]
３か月

２名＋若手４名

額縁[墨ふくり帰し塗等]
３か月

２名＋若手４名

地板[黄色塗等]
３か月

２名＋若手４名

※各工程における工期・作業人数は、状況に応じて変更する場合がある。
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